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漢方薬 に よる NK 細 胞の 活性化
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【目的】近年．漢方薬の免疫賦活作用が注 目されて い るが．生体内で どの ような機構を介

して作用 して い るかは明 らかでは な い ／、そ こで漢方薬によ る免疫賦活作用の機構を解析す

る目的で ，in　Vln
・
o て ヒ トリ ン パ 球を漢方薬を含むBRM を用い て培養 しNK 細胞活性 ．細胞

表面マ
ーカーの 変化及び シ グナ ル 伝達機構の 経路を検討 し た ．

【方法】がん患者及び健常者の末梢血か らリンハ 球を分離 しin・Vitroて 漢方薬の 抽出エ キ

ス 成分を含む種 々 の BRM で刺激 しT細胞マ ーカー及ひNK 細胞マ ーカーの 変化をフ ーロ ーサ

イ トメ トリーを用い て解析 した　NK 活性は51Cr 放出試験て測定 した　漢方薬に 対す る反

応性は個へに よっ て差異があり　 同
一

人で も時期に よっ て反応す る薬剤が異なるため経時

的に in　vitr 。で NK 活性を測定した　漢方薬に よるNK 細胞活性化の シ グナル伝達機構 を解析

するために細胞 内蛋白質チ ロ シン リン酸化の系を用い て 、T 細胞受容体及びサイ トカイ ン

受容体を介す るシ グ十 ル 伝達の経路と比較検討 を試み た．，

　 【結果】 ヒ トリン パ 球 を　in　vitro で 漢方薬抽出エ キス 成分を加え一晩培養し た と こ ろ

症例こ とに NK 細胞活性を増強させる漢方薬が異な っ て い た。また ．　 OK432 と漢方薬抽出

エ キス成分を同時に 培養に くわ えた とこ ろ単独で はNK 細胞活性を増強させな っ かたか

OK432 と併用す るこ とに よ っ て （，K432の NK 細胞活性増強作用をさらに 上昇させ るもの が

あっ た。が ん患者で の 漢方薬の 反応性を経時的に検討 したところ最初は十全大補湯に反応

性を示 して い たか後に 反応性が補注 益 気湯に 変化 し た例な どが認 め られ ．漢方薬に対す る

反応性は同
一

人でも経時的に変叱す る こ とが in　v1 ［ro て明 らかに示 された　BRM で の シ ク

ナル伝達の 経路を検討した ところ 〔⊃K43．　2はT細 胞受容体をかい して 、漢方薬はT細胞受容 体

以外の経路を介す る可能性が示 された tt細胞表面 マ ーカーは CD ：　，4 、816 、28 につ い て検討

中である
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